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176
1月14日
令和４年

【新春企画】
夢・希望へ挑戦する若者 ②
新型コロナ ３回目ワクチン接種 ④
米価下落で町独自支援 ⑦
町の考えを問う（７議員が一般質問） ⑧
町の課題をチェック（常任委員会） ⑯
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我が町我我が町我が のの
担い手支援担担いい手支支援援援
我が町の
担い手支援

町町我が我が我が町我が町我が我が我我が町が町のののの
町民の声

子どもの頃からの夢
　小学生の頃から「お菓子屋さん」になることが私の
夢でした。高校を卒業後、上京し念願のパティシエー
ルになるため、洋菓子店での修業を重ねました。
　独立する前に結婚をし、出産子育てと忙しい日々
を過ごしていましたが、子どもの頃からの夢をあき
らめきれず、自分のお店を持ちたい一心で自宅の一
画にプレハブを建てお店を始めました。
　沢山の方に支えていただきながら、販路拡大を目
指し頑張っています。

　　　　　　　　　イートプラス

お菓子工房eat＋

佐藤　晃子さん
（上有住字恵蘇）

さ とう　　あき こ

工事の完成に達成感　
　先輩の紹介がきっかけで勤めています。
　建設重機や除雪車等のオペレーター業務を任され
る機会が増えてきました。
　冬期間は業務負担が大きく、手間もかかるので大
変なことも多いですが、工事の完成や業務の完了に
はいつも達成感があり、やりがいになっています。
　国道や県道の道路維持管理にも携わります。通行
車両が支障をきたさないよう安全走行のため、定期
的な枝払いや支障木の伐採が大切だと実感していま
す。

有限会社 吉田工務店

小松　享祐さん
（世田米字川向）

こ まつ　　ゆきひろ

研究と改善を繰り返して
　子育てにゆとりを持ちながら柔軟に働け
る環境と耕作放棄地解消、稼げる農業の実
践を目標に掲げ、春から同級生ふたりで就
農しました。
　学ぶことの多い毎日ですが、先輩農家や
地域の方々、家族の理解と協力に助けられ
ながら研究や改善を繰り返して日々取り組
んでいます。
　ビニールハウスや機械設備等のさらなる
整備と大消費地への独自流通システム確立
を目指しています。

新規就農者（ほうれん草栽培）
きく ち　　　　ゆたか

菊池　　悠さん

高橋　玄伯さん
たかはし　　ひろのり

（写真左／
　下有住字火の土）

（写真右／
　上有住字大畑）

入居者に寄り添って
　すみた荘の８つあるユニットの一つ「けやき」で
ユニットリーダーをしています。
　お食事の用意や介助など、入居者の生活のお手伝
いが主な仕事です。
　介護職に就いたきっかけは、小学校時代の職場体
験で高齢者の「ありがとう」や「笑顔」に接したこ
とです。実際の仕事は、その時の体験ほど簡単では
なく、仲間と共に、入居者への寄り添い方を考え続
ける毎日です。
　そこにやりがいも感じています。

特別養護老人ホーム すみた荘

菊池　真理絵さん
（世田米字小府金）

きく ち　　　ま　り　え

理想の居心地を求めて
　私達二人は、生き物が好きなことから
この職場を選びました。
農村に憧れ理想の居心地を求めています。

仕事は、生産農場を巡回し、ブロイラーの
ひな導入から出荷までの飼育・衛生管理の
手伝いです。生産者の方々は、優しく丁寧
に接してくれます。
　住田町は自然にあふれ、満天の星空にい
つも感激しています。

住田フーズ株式会社　生産部
ち　ば　　 こう た ろう

千葉　弘太郎さん

稲川　諒太さん
いながわ　 りょうた

（写真左／
　北上市出身）

（写真右／
　盛岡市出身）

有限会社 泉林業

佐藤　良晴さん
（上有住字船作）

さ とう　　よしはる

自然にもっと関心を
　森林の間伐や全伐に関わる重機オペレーターを
しています。手に職をつけ、いつまでもできる仕事
に就きたいと思い林業に進みました。　
　「SUMITAチェーンソーアート杣遊会」では、
事務局をしています。年代を越えて、楽しく木を
使って遊べるような活動を目指しています。
　景勝地「鏡岩」に関心があります。キャンプ場と
してさらなる整備をし観光スポットにしてはどうで
しょうか。
　若い年代層には、木や山、川など自然にもっと関
心を持ってもらえればと思います。

そまゆうかい

新春企画
○起業奨励金　　　　　　　　　　　　　　○新規学卒者雇用促進奨励金
○農業次世代人材投資資金事業　　　　　　○若者職場定着奨励金
○いわてニューファーマー支援事業交付金　○林業担い手対策事業補助金

町では、地域社会と産業を支える後継者育成と新たな担い手への
支援に取り組んでいます。議会としても、次世代の担い手の声に
耳を傾け、安心して働ける環境づくりのための政策を提言して
まいります。

畜産畜産

福祉福祉

林業林業

工房工房

農業農業

建設建設

挑
戦
す
る
若
者

夢
・
希
望
へ
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第19回定例会
（12月議会）
あらまし

新型コロナ

△ 商工会等関係機関と連携し、町内事業者の影響を把握し適切な支援策を検討してい
きます。

第19回定例会（12月議会）は、12月７日から10日までの４日間の会期で開か

れ、一般質問には７人の議員が登壇。新型コロナウイルスへの対応や農業、観

光振興、教育環境整備などについて論戦が交わされました。

本会議では、新型コロナウイルス感染症の影響によって困窮する事業者への

補助金や３回目ワクチン接種費用を盛り込んだ一般会計補正予算案、町債権管

理条例の制定、財産取得、教育委員の人事案件など議案12件を可決し、閉会し

ました。

経
営
支
援
策
の
詳
細

と
事
業
効
果
の
ね
ら

い
は
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ

り
収
入
が
減
少
し
た
事
業
者

の
固
定
費
を
支
援
す
る
た
め
、

「
地
域
企
業
経
営
継
続
支
援

事
業
補
助
金
」と
し
て
２
９
０

万
円
を
予
算
計
上
す
る
。

店
舗
や
土
地
等
の
賃
貸
借

契
約
を
結
ん
で
い
る
中
小
企

業
や
農
業
者
に
対
し
、家
賃
や

土
地
賃
貸
料
を
助
成
。事
業

者
の
経
営
継
続
を
支
援
し
、地

域
経
済
の
維
持
を
図
る
。

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
（
Ｃ

Ｍ
）
制
作
支
援
は
。

「
事
業
者
Ｃ
Ｍ
制
作
支

援
事
業
委
託
料
」と
し

て
３
５
７
万
円
を
計
上
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
売

り
上
げ
が
伸
び
悩
む
町
内
事

業
者
の
Ｃ
Ｍ
を
制
作
し
、
住

家
賃
補
助
な
ど
で
経
営
支
援

地
域
企
業
経
営
継
続
支
援
補
助
金

引
き
続
き

基
本
的
生
活
様
式
の

経
済
・
生
活
支
援
に
補
正
予
算

徹
底
を

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
消
費
喚
起

事
業
者
Ｃ
Ｍ
制
作
支
援
委
託
料

田
テ
レ
ビ
で
放
送
す
る
こ
と

で
消
費
喚
起
に
つ
な
げ
る
。

事
業
者
の
業
種
は
問
わ
な
い
。

制
作
本
数
は
30
本
を
予
定
。

補
正
予
算

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
係
る
事
業
者
支
援
や
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
費
用

を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
。

会計名 補正額 補正後の
予算総額

一般会計（第５号） 708万4千円 50億8524万5千円

特
別
会
計

国民健康保険
（第２号） ▲56万5千円 7億1142万1千円

介護保険
（第３号） 209万3千円 10億4648万3千円

後期高齢者医
療（第２号） ▲138万4千円 7805万3千円

問答問答
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３回目ワクチン３回目ワクチン
接種体制を確保接種体制を確保

引
き
続
き
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
に
向
け
て
、
町
民
に

ど
の
よ
う
に
注
意
喚
起
を
し

て
い
く
の
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、人
と
人
と
の
接
触

に
よ
り
感
染
が
拡
大
す
る
た

め
、「
３
つ
の
密
」を
徹
底
的
に

避
け
、「
人
と
人
と
の
距
離
の

確
保
」「
マ
ス
ク
の
着
用
」「
手

洗
い
等
の
手
指
衛
生
」等
の

基
本
的
な
感
染
症
対
策
を
徹

底
す
る
。新
た
な
変
異
株
で

あ
る「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」が
確

認
さ
れ
て
お
り
、情
報
収
集

に
努
め
、防
災
無
線
や
住
田

テ
レ
ビ
な
ど
で
注
意
喚
起
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

問答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
費
と
し
て
、
３
回

目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

委
託
料
や
接
種
会
場
の
清

掃
・
除
雪
委
託
料
、
検
査
費

用
等
に
対
す
る
助
成
金
な
ど

５
７
５
万
円
を
一
般
会
計
補

正
予
算
に
計
上
。

〇接種委託料
〇接種会場清掃・除雪委託料
〇接種会場誘導業務委託料
〇健康管理システム改修委託料など

455万円
〇検査費用等助成金120万円

△ ３回目の接種に向けた体制の整備が求められる。

一
般
町
民
へ
の
３
回

目
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

通
知
は
。１

、
２
回
目
の
接
種

同
様
、
ワ
ク
チ
ン
を

無
駄
な
く
使
用
し
、
効
率
的

な
送
迎
を
行
う
た
め
、
接
種

日
が
指
定
さ
れ
た
接
種
券
を

個
別
に
通
知
す
る
。
指
定
日

の
都
合
が
悪
い
場
合
は
「
返

信
用
は
が
き
」
に
希
望
日
を

記
載
し
届
け
出
る
方
法
で
行

う
予
定
と
し
て
い
る
。

問

給
付
金
を
受
領
す
る
た

め
の
申
請
手
続
き
は
。

答
受
給
に
は
申
請
が
必
要

と
な
り
、
対
象
者
と
見
込
ま

れ
る
人
に
は
１
月
上
旬
に
申

請
書
の
送
付
を
予
定
し
て
い

る
。
２
月
中
の
申
請
期
限
と

し
、
年
度
内
の
支
給
完
了
に

努
め
た
い
。 低

所
得
世
帯
に
光
熱
費
補
助

生
活
困
窮
者
冬
季
特
別
対
策
事
業

接
種
日
の
希
望
は

「
返
信
用
は
が
き
」で

■ 給付金対象世帯
町内に居住し、世帯員の全てが住民税

非課税で、次のいずれかに該当する世帯
① 65歳以上の高齢者世帯
② 障がい者世帯
③ 平成15年４月１日以降に生まれた
児童を扶養する子育て世帯。

④ 生活保護世帯
支給金額 １世帯当たり5000円

コロナ・
冬季対策冬

の
暖
房
に
は
欠
か
せ
な
い
灯
油
の
価
格
高
騰
が
続
く
中
、

低
所
得
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
光
熱
費
や
防

寒
用
品
な
ど
に
助
成
す
る
。「
生
活
困
窮
者
冬
季
特
別
対
策
事

業
費
補
助
」
と
し
て
２
３
８
万
円
を
計
上
。

謹んで新春の
お慶びを
申し上げます

町議会議員一同

［教育委員］

大山 敏一氏

人事案件に同意

おお やま　 とし かず

多田茂教育委員の退任に伴
い、新教育委員に大山敏一氏
を任命することに同意。

上有住
58才（　 ）

任期は、
令和４年１月２日～８年１月１日

問答
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議 案 審 議

債
権
の
多
様
化
に
対
応

債
権
の
多
様
化
に
対
応

債
権
管
理
条
例
の
制
定

町
の
債
権
管
理
の
適
正
化

を
図
り
、
公
正
か
つ
公
平
な

町
民
負
担
の
確
保
及
び
円
滑

な
行
財
政
運
営
に
資
す
る
た

め
、
事
務
処
理
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
る
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
あ
る
。

債
権
管
理
条
例
を
定

め
る
に
至
っ
た
経
緯
は

何
か
。

近
年
、町
の
債
権
が
多

様
化
し
、適
正
な
債
権

管
理
が
求
め
ら
れ
、債
権
管

理
の
基
準
統
一
、債
権
の
分

類
に
応
じ
た
取
扱
い
の
明
確

化
な
ど
、従
来
の
制
度
運
用

上
の
課
題
を
整
理
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
。

問答

■町の主な債権内訳（令和２年度住田町会計決算書より）
区 分 収入未済額 適 用
町 税 16,780,309円 町民税、固定資産税、

軽自動車税
使用料及び
手 数 料 3,268,594円 町営住宅使用料、地域情報

通信基盤施設使用料

分担金及び
負 担 金 225,720円

保育所運営費一部負担
金、地域情報通信基盤
施設加入負担金

財産収入 226,352,264円 土地貸付料、立木売払
代金、建物貸付料

諸 収 入 26,838,147円 奨学資金貸付金、学校
給食費徴収金、雑入

一般会計
総 額 273,465,034円

国民健康
保 険 税 8,175,352円

介 護
保 険 料 1,181,480円

全体総額 282,821,866円

●
条
例
制
定
の
ね
ら
い

△ システム更新されるサーバシステム。

財
産
取
得

債
権
に
は
、
町
税
や

分
担
金
、
使
用
料
な

ど
の
未
払
い
や
滞
納
な
ど

様
々
な
要
因
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
考
え
か
。

収
入
未
済
額
の
体
系

的
な
管
理
基
準
に
加

え
、
司
法
手
続
き
や
徴
収
不

能
な
債
権
の
処
理
基
準
を
明

確
に
し
、
債
権
回
収
の
担
当

職
員
が
、
公
平
公
正
に
債
権

管
理
が
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
み
た
い
。

答 問

■
取
得
す
る
財
産

仮
想
化
統
合
基
盤
機
器
等

の
購
入（
庁
舎
内
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
更
新
）

■
取
得
す
る
目
的

平
成
28
年
度
に
導
入
し
た

ユ
ー
ザ
ー
管
理
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
メ
ー
ル
な
ど
、
各
シ

ス
テ
ム
の
機
器
更
新
に
あ
た

り
、
シ
ス
テ
ム
全
体
を
一
つ

の
機
器
で
運
用
す
る
た
め
、

新
た
な
仮
想
化
統
合
基
盤
機

器
を
購
入
す
る
。

各
シ
ス
テ
ム
の
運
用
に
複

数
の
サ
ー
バ
ー
を
用
い
て
い

る
が
、
同
機
器
を
導
入
後
は

１
台
の
サ
ー
バ
ー
上
で
複
数

の
シ
ス
テ
ム
の
効
率
運
用
や

コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
こ

と
に
も
な
り
、
年
明
け
以
降

に
運
用
と
な
る
予
定
。

■
取
得
予
定
価
格

１
７
３
８
万
円

■
取
得
方
法

買
い
入
れ

■
購
入
先

テ
ク
ノ
株
式
会
社

盛
岡
市
厨
川
３
丁
目
10
番
１
号

条
例
の
廃
止

■
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お

け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別

区
域
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
復
興
産
業
集
積
区

域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の

課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
を

廃
止
す
る
。

■
住
田
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

軽
自
動
車
税
の
種
別
割
の

納
期
が
４
月
末
か
ら
５
月
末

に
変
更
さ
れ
る
。

■
過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定

資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展

の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置

法
の
施
行
に
伴
い
、
令
和
３

年
４
月
１
日
以
降
に
取
得
す

る
対
象
設
備
へ
の
課
税
免
除

が
適
用
さ
れ
る
。

■
住
田
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正

地
方
税
法
な
ど
の
一
部
改

正
に
伴
い
一
部
を
改
正
し
た
。

条
例
の
改
正
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賛否が分かれた議案 採決状況一覧
○賛成 ×反対

議 案

水
野

正
勝

荻
原

勝

佐
々
木
初
雄

佐
々
木
信
一

佐
々
木
春
一

村
上

薫

阿
部

祐
一

林
﨑

幸
正

菊
池

孝

高
橋

靖

菅
野

浩
正

瀧
本

正
德

議決結果
(賛成：反対)

第18回臨時会

議案第２号 一般職の職員の給与に関する条例
の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ― 可決（９：２）

議案第３号 特別職の職員の給与並びに旅費及び
費用弁償に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ― 可決（９：２）

議案第４号 会計年度任用職員の給与及び費用
弁償に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ― 可決（９：２）

議案第５号 議会の議員の議員報酬及び費用弁
償等に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ― 可決（９：２）

第19回定例会

議案第５号 住田町国民健康保険税条例の一部
改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― 可決（10：１）

議案第12号 教育委員会の委員の任命に関し同
意を求めること ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― 可決（10：１）

岩
手
県
人
事
委
員
会
が
県

に
対
し
て
期
末
手
当
の
引
き

下
げ
を
勧
告
し
た
こ
と
に
準

じ
て
、
職
員
と
特
別
職
、
議

員
の
期
末
手
当
の
引
き
下
げ

る
関
係
条
例
の
一
部
を
改
正

し
た
。期

末
手
当
の
引
き
下

げ
の
背
景
を
ど
う
捉

え
る
か
。こ

れ
ま
で
、
職
員
の

給
与
等
の
改
定
は
、

県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に
準

じ
て
き
た
。
今
回
の
勧
告

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
県

内
の
経
済
動
向
を
踏
ま
え
た

民
間
給
与
を
反
映
し
た
も
の

と
捉
え
、
期
末
手
当
を
引
き

下
げ
た
も
の
で
あ
る
。

問答 ●
改
正
の
理
由 職 員 0.15ヶ月
特別職 0.1ヶ月
議 員 0.1ヶ月

期末手当を引き下げ 条
例
の
改
正

■ 米価下落及び次期生産維持にかか
る支援内容

●令和３年産主食用米販売農家への助成
・玄米１袋（30㎏）につき100円。
●令和４年産用水稲苗・水稲種子購入
への助成
・農協から購入する水稲苗
１枚当たり50円
・水稲種子など １㎏当たり107.5円

第
18
回
臨
時
会
は
、
11
月

18
日
に
開
か
れ
、
米
価
下
落

へ
の
対
応
を
盛
り
込
ん
だ
一

般
会
計
補
正
予
算
案
、
職
員

や
特
別
職
、
議
会
議
員
の
給

与
・
報
酬
な
ど
に
係
る
条
例

の
一
部
改
正
な
ど
５
議
案
を

原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
る
米
価
下
落
の

影
響
を
踏
ま
え
、
令
和
３
年

産
主
食
用
米
販
売
農
家
へ
の

緊
急
支
援
金
83
万
円
と
令
和

４
年
産
用
の
水
稲
苗
や
水
稲

種
子
な
ど
の
購
入
者
に
対
す

る
助
成
金
１
０
６
万
円
を
計

上
。

米
販
売
農
家
へ
の
助

成
対
象
は
。

令
和
３
年
産
主
食
用

米
と
し
て
作
付
け
し
、

検
査
、
販
売
し
た
玄
米
で
、

令
和
２
年
産
と
比
較
し
て
60

㎏
あ
た
り
２
３
０
０
円
以
上

の
販
売
下
落
し
て
い
る
米
。

※
対
象
外
は
…
自
家
保
有
米
、

産
直
出
荷
分
、
ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
な
ど
で
価
格
設
定
が
容

易
な
米
。

問答

米価下落で町独自支援
次期作水稲苗・種もみ助成も

第
18
回
臨
時
会



すみた議会だより 176号
令和４年１月14日

8

なお、全文記録(議事録)は、令和４年２月中旬から役場庁舎
２階の総務課と町のホームページ上で閲覧できます。

コロナ対策
仕事･学び事業などで論戦
ページ 質 問 者

(登壇順) 質問項目

9 荻
おぎ
原
わら

勝
まさる ① 種山の観光振興

② 教育環境整備

10 水
みず
野
の
正
まさ
勝
かつ ① コロナ禍からの脱却と今後の経済対策

② ふるさと納税の課題と展望
③ 消防団屯所の災害対策

11 阿
あ
部
べ
祐
ゆう
一
いち ① コロナウイルス感染症経済対策

② 農業振興

12 林
はやし
﨑
ざき
幸
さち
正
まさ ① 下水道会計への繰出金と町民負担の

公平性
② ２期目の神田町政

13 佐
さ
々
さ
木
き
信
しん
一
いち ① 就農者、担い手支援

② 原油価格高騰に係る支援策
③ 仕事･学びの場創出事業と地域との関係

14 佐
さ
々
さ
木
き
春
はる
一
かず

① 今後の新型コロナウイルス感染症対策
② 公務員の働き方改革と役場職員の育成
③ 日本スポーツマスターズ2022岩手大
会軟式野球競技の開催対応

15 村
むら
上
かみ

薫
かおる ① 新教育長の教育行政所見

② デジタル変革（DX）への対応
③ 仕事・学びの場創出事業の合意形成

一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
施
策

執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
を
聞
き
、
疑
問
点
を
た
だ
す

こ
と
。
質
問
の
方
法
は
、
１
回
目
は
一
括
し
て
質
問
し
ま
す
が
、

２
回
目
以
降
は
一
問
ず
つ
質
問
す
る
一
問
一
答
方
式
を
採
用

し
て
い
ま
す
。
持
ち
時
間
は
、
答
弁
を
含
め
て
60
分
で
す
。

12月議会
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町
の
考
え
を
問
う

問
種
山
一
体
管
理
の
方
策
は

答
問
遊
林
ラ
ン
ド
は
、
令
和

３
年
度
末
に
補
助
事
業
上
の

制
約
が
な
く
な
り
令
和
４
年

度
か
ら
施
設
の
利
用
目
的
を

新
た
に
設
定
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
種
山
全
体
の
一

体
管
理
や
運
営
、
観
光
振
興

等
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度

に
検
討
を
進
め
る
と
し
て
い

る
。
検
討
の
進
捗
状
況
は
。

答
町
長

令
和
５
年
度
以
降
に
種
山

全
体
を
一
体
的
に
管
理
及
び

運
営
が
で
き
る
よ
う
、
各
施

策
の
課
題
解
決
に
向
け
て
関

係
課
で
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
検
討
を
継
続
し
て
い
る
。

全
体
方
針
を
決
定
し
て
い

く
過
程
で
、
種
山
を
訪
問
す

る
方
々
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

も
努
め
、
対
応
方
法
や
問
題

解
決
策
を
検
討
し
な
が
ら
、

種
山
全
体
の
あ
り
方
を
見
出

し
て
い
き
た
い
。

問
国
指
定
史
跡
と
な
っ
た

栗
木
鉄
山
跡
を
含
む
種
山
の

資
源
を
ど
う
活
用
す
る
か
。

答
町
長

遊
林
ラ
ン
ド
や
道
の
駅
ぽ

ら
ん
、
森
林
公
園
、
イ
ベ
ン

ト
広
場
、
栗
木
鉄
山
跡
な
ど

を
含
む
周
辺
一
帯
は
、
三
陸

ジ
オ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
て

い
る
。
観
光
や
森
林
体
験
、

歴
史
文
化
、
教
育
な
ど
の
観

点
か
ら
町
の
貴
重
な
資
源
で

あ
り
、
相
互
に
連
動
さ
せ
有

機
的
な
活
用
を
図
り
た
い
。

荻
おぎ

原
わら

勝
まさる

議員

令
和
５
年
度
以
降
目
指
す

議員のつぶやき

種山の観光、開発に
関する計画は、
住田町と奥州市が

一体となってやるべき。

問 教育環境の整備は
答 地域･保護者の考え方重要

問
町
内
小
中
学
校
の
教
育

環
境
整
備
は
町
教
育
審
議
会

に
諮
問
し
て
い
る
。
学
校
の

再
編
・
統
廃
合
を
ど
う
考
え

る
か
。

答
教
育
長

本
町
の
年
間
出
生
数
及
び

現
在
の
児
童
生
徒
数
の
推
移

か
ら
、
今
後
さ
ら
に
学
校
の

小
規
模
化
が
予
想
さ
れ
る
。

統
廃
合
を
含
む
教
育
環
境
の

整
備
は
、
中
長
期
的
に
本
町

の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
ど
う

あ
る
べ
き
か
を
最
優
先
に
考

え
つ
つ
、
現
在
の
学
校
の
状

況
、
地
域
や
保
護
者
の
考
え

方
を
様
々
な
視
点
で
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

問
教
育
審
議
会
の
答
申
の

見
通
し
は
ど
う
か
。

答
教
育
長

結
論
の
先
送
り
は
せ
ず
、

令
和
４
年
３
月
中
に
答
申
を

受
け
る
こ
と
で
考
え
て
い
る
。

問
Ｉ
Ｌ
Ｃ
（
国
際
リ
ニ
ア

コ
ラ
イ
ダ
ー
）
誘
致
の
動
き

を
受
け
、
児
童
生
徒
の
理
数

系
学
力
向
上
に
取
り
組
ん
で

は
ど
う
か
。

答
教
育
次
長

町
内
中
学
校
で
は
全
国
に

先
駆
け
て
、
数
学
と
理
科
の

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
活
用
し

て
い
る
。
地
域
の
特
性
に
合

わ
せ
た
学
習
も
大
切
で
あ

り
、
地
域
創
造
学
の
中
で
も

理
数
系
の
学
習
成
果
を
活
用

し
て
い
く
。

△ 理数系学習に活用されている電
子黒板。
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問
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
の
う
ち
ク
ー
ポ

ン
５
万
円
給
付
で
は
、
他
自

治
体
に
お
い
て
現
金
へ
の
変

更
も
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、

本
町
で
の
対
応
は
ど
う
か
。

答
町
民
生
活
課
長

国
の
通
知
を
待
っ
た
上

で
、
子
育
て
世
帯
が
利
用
し

や
す
い
方
法
を
考
え
て
い
き

た
い
。

問
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
住
民
の
経
済
活
動
は
い
ま

だ
停
滞
を
し
て
い
る
。
さ
ら

な
る
経
済
対
策
を
実
施
す
る

べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答
町
長

今
回
の
補
正
予
算
で
中
小

企
業
者
等
へ
の
家
賃
等
の
補

助
策
を
講
じ
る
予
定
で
あ
る
。

問
町
内
に
お
け
る
社
会
活

動
や
行
事
な
ど
の
住
民
交
流

機
会
が
減
少
し
て
い
る
が
、

今
後
の
あ
り
方
は
ど
う
か
。

答
町
民
生
活
課
長

緊
急
事
態
措
置
区
域
外
の

都
道
府
県
で
は
、
感
染
防
止

安
全
計
画
を
策
定
し
、
自
治

体
の
確
認
を
受
け
た
場
合
、

収
容
定
員
ま
で
人
数
制
限
な

く
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
本
町
に
お
い
て
も
行
動

制
限
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
社
会
経
済
活
動
の
活

発
化
が
想
定
さ
れ
る
が
、
引

き
続
き
三
密
の
回
避
や
マ
ス

ク
の
着
用
な
ど
基
本
的
な
感

染
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

問
答 利用しやすい方法で

問答

財
源
確
保
と
町
の
活
性
化

水
みず
野
の
正
まさ
勝
かつ
議員

問
本
町
に
お
け
る
ふ
る
さ

と
納
税
の
課
題
と
展
望
は
。

答
町
長

住
田
町
へ
の
応
援
を
多
く

の
方
に
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
実

施
す
る
こ
と
が
必
要
。
ふ
る

さ
と
納
税
を
通
じ
て
自
主
財

源
の
確
保
と
町
の
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期

待
す
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途

の
具
体
的
な
提
示
や
寄
附
金

の
活
用
実
績
報
告
が
、
今
後

さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
い
く

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
企
画
財
政
課
長

寄
附
金
の
使
い
道
や
実
績

等
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

示
を
し
て
い
る
。
今
後
も
各

種
事
業
へ
充
当
し
た
場
合
は

公
表
に
努
め
た
い
。

議員のつぶやき

住民同士のつながりが
希薄になれば、

地域の衰退は加速し、
有事への対応も厳しさを
増していきます。

クーポン給付を現金へ

ふ
る
さ
と
納
税
の
展
望
は

町
の
考
え
を
問
う

問
本
年
８
月
４
日
に
落
雷

が
原
因
と
さ
れ
る
火
災
の
被

害
を
受
け
た
東
峰
消
防
屯
所

の
改
修
状
況
と
他
屯
所
を
含

め
た
再
発
防
止
策
は
ど
う
か
。

答
町
長

消
防
団
第
２
分
団
２
部
屯

所
は
、
令
和
４
年
１
月
10
日

に
改
修
完
了
の
予
定
と
な
る
。

再
発
防
止
の
た
め
、
今
回
の

改
修
工
事
に
併
せ
て
当
屯
所

に
は
避
雷
針
を
設
置
す
る
。

他
の
18
屯
所
は
、
高
さ

20
ｍ
未
満
の
建
築
物
で
あ
り
、

建
築
基
準
法
上
で
は
避
雷
針

の
設
置
義
務
は
な
い
が
、

建
替
え
整
備
や
施
設
改
修
が

生
じ
た
際
に
併
せ
て
避
雷
針

の
設
置
も
対
応
を
し
て
い
く
。

△ ふるさと納税の受付窓口となっているイン
ターネット上のポータルサイト。

落
雷
被
害
は
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問
耕
作
放
棄
地
の
防
止
や

地
域
環
境
を
守
る
た
め
に
は

「
中
山
間
地
域
直
接
支
払
交

付
金
事
業
」
や
「
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
事
業
」
の
役

割
は
重
要
と
捉
え
る
。
さ
ら

な
る
普
及
拡
大
が
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。

答
町
長

集
落
座
談
会
や
農
林
業
振

興
会
な
ど
の
機
会
を
活
用
し

て
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
来
年
度
か
ら
の
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
の

新
規
実
施
に
向
け
て
協
議
を

進
め
て
い
る
地
域
も
あ
る
。

地
域
で
の
合
意
形
成
を
図
り
、

円
滑
に
事
業
が
実
施
で
き
る

よ
う
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
支
援
を
し
て
い
く
。

問
国
が
次
年
度
か
ら
実
施

を
目
指
し
て
い
る
「
農
業
次

世
代
人
材
投
資
資
金
事
業
」

の
主
な
変
更
内
容
は
ど
う

か
。答

町
長

将
来
の
農
業
の
担
い
手
と

な
る
49
歳
以
下
の
新
規
就
農

者
へ
の
さ
ら
な
る
育
成
支
援

を
目
的
に
、
当
制
度
が
改
正

さ
れ
る
と
の
情
報
が
あ
る
。

農
業
機
械
な
ど
の
初
期
投
資

を
軽
減
す
る
た
め
、
最
大

１
千
万
円
を
一
括
で
支
援
す

る
内
容
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、

就
農
希
望
者
を
新
た
に
雇
用

す
る
農
業
法
人
な
ど
へ
の
助

成
期
間
を
従
来
の
最
長
２
年

か
ら
５
年
に
延
長
す
る
支
援

制
度
に
な
る
と
の
こ
と
。

町
の
考
え
を
問
う

問答
問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
事
業
者
の

売
り
上
げ
が
減
少
し
、
経
営

は
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
国

の
経
営
支
援
策
は
ど
う
か
。

答
町
長

国
の
経
済
対
策
と
し
て

「
事
業
復
活
支
援
金
」
が
設

け
ら
れ
る
。
事
業
者
の
固
定

費
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
、

５
ヶ
月
分
の
売
り
上
げ
減
少

額
を
基
準
に
算
定
し
た
額
を

一
括
で
給
付
。個
人
事
業
主
で

最
大
50
万
円
、
法
人
で
最
大

２
５
０
万
円
が
支
援
さ
れ
る
。

商
工
会
を
窓
口
と
し
、
地

域
や
業
種
を
問
わ
ず
幅
広
い

事
業
者
の
下
支
え
を
行
う
。

問
町
独
自
で
の
事
業
者
支

援
策
は
ど
う
か
。

答
町
長

コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
す
る
中

小
企
業
を
対
象
に
「
地
域
企

業
経
営
継
続
支
援
事
業
補
助

金
事
業
」
を
実
施
す
る
。
土

地
や
建
物
の
賃
貸
借
料
に
対

し
て
補
助
を
行
い
、
経
営
継

続
と
地
域
経
済
の
維
持
を
図

る
。

問
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
に
お
い
て
、
児

童
手
当
を
活
用
し
た
給
付
方

法
に
該
当
し
な
い
16
歳
か
ら

18
歳
ま
で
の
子
供
が
い
る
世

帯
へ
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答
町
長

16
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の

養
育
者
に
は
、
支
給
を
実
施

す
る
た
め
の
申
請
を
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
る
。
支
給

要
件
と
口
座
情
報
等
を
確
認

し
た
上
で
給
付
す
る
こ
と
に

な
る
。

問
答 集落座談会の機会を活用

阿
あ

部
べ

祐
ゆう

一
いち

議員

事
業
復
活
支
援
金
を
創
設

多面的交付金事業の拡大を

議員のつぶやき

今年こそはコロナが
終息して、景気が
回復することを
望みます。

国
に
よ
る
経
営
支
援
策
は

△ 多面的機能支払交付金を活用し
た水路維持管理作業。
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町
の
考
え
を
問
う

問
下
水
処
理
費
用
は
、
使

用
料
収
入
を
は
じ
め
と
す
る

事
業
経
営
に
伴
う
収
入
で
賄

う
と
さ
れ
て
い
る
が
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
出
金
に
よ
っ

て
補
て
ん
が
行
わ
れ
て
い
る
。

繰
出
金
の
内
訳
は
ど
う
か
。

答
町
長

下
水
道
事
業
会
計
へ
の
繰

出
金
の
内
訳
は
、

①
自
然
条
件
等
に
よ
り
建

設
改
良
費
が
割
高
な
た
め
、

汚
水
処
理
の
資
本
費
が
高

額
に
な
っ
て
い
る
高
資
本

費
対
策
に
要
す
る
経
費

②
分
流
式
下
水
道
等
に
要

す
る
経
費

③
公
営
企
業
会
計
適
用
に

要
す
る
経
費

と
な
っ
て
お
り
、
全
て
総
務

省
の
繰
出
基
準
に
基
づ
い
て

い
る
。
赤
字
補
て
ん
を
目
的

と
し
た
繰
出
し
は
行
っ
て
い

な
い
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰

出
金
は
、
下
水
道
費
と
し
て

地
方
交
付
税
措
置
が
な
さ
れ

て
い
る
。

問
町
の
下
水
道
事
業
に
お

け
る
下
水
処
理
方
法
や
処
理

費
用
の
特
徴
は
。

答
町
長

本
町
で
は
雨
水
と
汚
水
を

分
け
て
処
理
す
る
分
流
式
下

水
道
を
採
用
。
合
流
式
下
水

道
に
比
べ
、
公
共
用
水
域
の

水
質
保
全
に
寄
与
し
て
い

る
。
下
水
処
理
費
用
は
小
規

模
な
分
流
式
下
水
道
の
た
め

割
高
に
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

問
答 赤字補てん目的ではない

問答

合
併
浄
化
槽
設
置
支
援
を
充
実

林
はやし
﨑
ざき
幸
さち
正
まさ
議員

問
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
な
い
町
民
も
、
間
接

的
に
下
水
道
料
金
を
負
担
し

て
い
る
こ
と
に
な
る
と
考
え

る
。
区
域
内
と
区
域
外
で
公

平
性
は
保
た
れ
て
い
る
の
か
。

答
町
長

下
水
道
区
域
外
に
お
け
る

合
併
浄
化
槽
の
設
置
費
用

は
、
国
費
、
県
費
、
町
費
で

補
助
し
て
い
る
。
町
負
担
分

の
補
助
金
は
、
公
共
用
水
域

の
水
質
保
全
等
を
目
指
す
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
国
の
補

助
基
準
額
よ
り
も
か
さ
上
げ

し
て
お
り
、
県
内
市
町
村
と

比
較
し
て
も
有
利
な
も
の
と

考
え
て
い
る
。

区
域
内
を
一
概
に
は
比
較

で
き
な
い
が
、
下
水
道
使
用

料
と
合
併
浄
化
槽
の
維
持
管

理
費
を
比
較
し
て
も
大
き
な

差
は
な
い
と
捉
え
て
い
る
。

問
国
に
よ
る
浄
化
槽
法
の

一
部
改
正
で
は
、
個
人
浄
化

槽
の
維
持
管
理
は
個
人
だ
け

で
は
な
く
行
政
に
も
管
理
責

任
が
あ
る
と
の
主
旨
が
記
載

さ
れ
た
。
さ
ら
な
る
公
共
用

水
域
の
水
質
保
全
の
た
め
に

も
、
合
併
浄
化
槽
の
維
持
管

理
を
公
営
的
な
事
業
と
し
て

捉
え
、
設
置
拡
大
の
推
進
を

す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

議員のつぶやき

合併浄化槽の普及が
町内でもっと広がる
ような環境づくりを
進めてほしい。

下水処理への一般繰出理由

町
民
負
担
の
公
平
性
は

町
の
考
え
を
問
う

答
建
設
課
長

環
境
に
配
慮
し
た
衛
生
的

な
生
活
環
境
を
整
備
し
て
い

く
こ
と
は
行
政
の
責
任
と
捉

え
る
。
今
後
も
合
併
浄
化
槽

設
置
へ
の
助
成
を
継
続
し
な

が
ら
拡
大
を
図
り
た
い
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
２
期
目
の
神
田
町
政
に
つ

い
て

△ 公共用水域の水質保全を目指す世田米浄化
センター。
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町
の
考
え
を
問
う

問
冬
期
間
の
生
活
必
需
品

で
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
が

値
上
が
り
し
、
町
民
生
活
に

重
い
負
担
と
な
っ
て
い
る
が

支
援
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
町
長

現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
状
況
か
ら
、
現

時
点
で
は
全
世
帯
を
対
象
と

し
た
光
熱
費
支
援
の
予
定
は

な
い
が
、
最
近
の
灯
油
等
の

価
格
高
騰
は
家
計
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
状
況

に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

低
所
得
世
帯
で
は
よ
り
厳

し
い
状
況
と
捉
え
て
お
り
、

光
熱
費
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

問
仕
事
・
学
び
の
場
創
出

事
業
に
お
け
る
利
用
者
と
地

域
住
民
と
の
関
わ
り
方
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
、
展
望
し
て

い
る
の
か
。

答
町
長

町
外
の
方
々
の
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

地
域
住
民
の
各
種
セ
ミ
ナ
ー

や
講
習
会
、
児
童
生
徒
の
学

習
な
ど
多
く
の
利
用
を
考
え

て
い
る
。

施
設
利
用
を
き
っ
か
け
に

地
域
の
方
々
と
の
出
会
い
や

接
点
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
交

流
が
広
が
り
、
新
た
な
仕
事

の
創
出
や
定
住
に
繋
が
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

町
の
考
え
を
問
う

問答
問
国
で
は
新
規
就
農
者
を

支
援
す
る
た
め
に
「
農
業
次

世
代
人
材
投
資
資
金
事
業
」

を
実
施
し
、
５
年
間
で
最
大

６
９
０
万
円
を
支
援
す
る
と

し
て
い
る
が
、
支
援
終
了
後

に
離
農
す
る
就
農
者
も
多

い
。
経
営
安
定
化
や
長
期
定

着
を
図
る
た
め
、
支
援
期
間

を
町
独
自
で
延
長
し
て
は
ど

う
か
。

答
町
長

大
事
な
の
は
新
規
就
農
を

志
す
本
人
の
意
欲
や
真
剣
度

で
あ
り
、
将
来
の
営
農
計
画

を
立
て
る
段
階
の
支
援
に
重

点
を
置
く
べ
き
と
考
え
る
。

就
農
支
援
の
終
了
後
も
、

町
を
は
じ
め
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
や
農
協
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
技
術
指
導
や
経

営
指
導
を
継
続
し
て
い
く
体

制
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
。

問
原
油
価
格
高
騰
の
影
響

に
よ
る
町
内
事
業
者
へ
の
対

策
を
ど
う
講
じ
て
い
く
か
。

答
町
長

原
油
高
騰
が
町
内
事
業
者

に
今
後
ど
の
よ
う
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
く
の
か
先
行
き

が
不
透
明
で
あ
る
。
事
業
者

等
を
支
援
す
る
国
の
経
済
対

策
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と

も
に
、
商
工
会
等
関
係
機
関

と
連
携
し
、
事
業
者
の
状
況

把
握
に
努
め
る
。
町
の
財
政

状
況
も
考
慮
す
る
中
で
、
適

期
に
適
切
な
支
援
策
が
取
れ

る
よ
う
検
討
を
し
て
い
く
。

問
答 低所得世帯への光熱費支援

佐
さ

々
さ

木
き

信
しん

一
いち

議員

技
術
・
経
営
指
導
を
継
続

灯油高 住民支援は

議員のつぶやき

今年の冬も寒くなり
そうです。光熱費の
支援で暖かい冬を
過ごしましょう。

町
独
自
で
就
農
支
援
延
長
を

△ 「仕事・学びの場」建設予定地の本町仮設
住宅跡地。
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問
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
３
回
目
接
種
体
制
と
対
応

は
。答

町
長

12
月
と
１
月
に
接
種
で

き
る
医
療
従
事
者
に
接
種
券

を
発
送
し
、
そ
れ
ぞ
れ
従
事

し
て
い
る
医
療
機
関
等
で
接

種
す
る
。

一
般
の
方
々
は
２
月
以
降

に
社
会
体
育
館
で
の
集
団
接

種
を
基
本
と
す
る
。
体
育
館

で
接
種
で
き
な
い
方
は
県
立

大
船
渡
病
院
附
属
住
田
地
域

診
療
セ
ン
タ
ー
で
接
種
で
き

る
よ
う
調
整
を
進
め
て
い

る
。
接
種
日
は
、
１
、
２
回

目
の
接
種
同
様
に
接
種
日
を

指
定
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

問
答 一般住民は２月から

問答

心
身
の
健
康
管
理
が
重
要

佐
さ
々
さ
木
き
春
はる
一
かず
議員

影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し

た
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

に
係
る
国
保
税
の
減
免
対
象

者
世
帯
の
状
況
は
。

答
町
長

売
り
上
げ
の
減
少
に
伴
う

収
入
の
減
に
よ
る
減
免
対
象

世
帯
は
、
元
年
度
５
世
帯
、

２
年
度
７
世
帯
、
３
年
度
１

世
帯
と
な
っ
て
い
る
。 議員のつぶやき

「オミクロン株」の
水際対策、感染伝播の
鎖を断つPCR検査を
―「いつでも、
だれでも、どこでも」

無料で―

３回目ワクチン接種は

職
員
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を

町
の
考
え
を
問
う

△ ３回目ワクチン接種は、一般町民は２
月以降に社会体育館での集団接種と
し、接種日が通知される。

問
「
公
務
員
制
度
改
革
」

や
「
働
き
方
改
革
」
の
も
と

で
公
務
員
数
の
削
減
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
職
員
の
勤
務

実
態
に
お
け
る
課
題
は
。

答
町
長

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少

や
激
甚
化
し
て
い
る
災
害
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
な
ど
に
よ
る
時

間
外
勤
務
と
心
身
の
健
康
管

理
、
地
域
課
題
解
決
に
全
力

を
尽
く
せ
る
職
員
体
制
の
維

持
で
あ
る
。

問
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

チ
ェッ
ク
の
結
果
と
対
応
は
。

答
町
長

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
は
、

年
１
回
実
施
し
て
い
る
。
高

ス
ト
レ
ス
者
の
割
合
は
８
・

８
％
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

毎
月
の
健
康
相
談
会
を
実
施

し
て
い
る
。

問
地
方
自
治
の
担
い
手
で

あ
る
地
方
公
務
員
の
役
割
と

人
材
育
成
は
。

答
町
長

住
民
福
祉
の
向
上
の
た

め
、
住
民
と
職
員
の
協
働
に

よ
り
、
地
域
課
題
の
解
決
に

邁
進
し
、
次
世
代
に
明
る
い

未
来
を
切
り
開
く
こ
と
が
役

割
。
柔
軟
な
発
想
で
能
力
を

遺
憾
な
く
発
揮
で
き
る
職
員

の
育
成
を
図
っ
て
い
く
。

問
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス

タ
ー
ズ
２
０
２
２
岩
手
大
会

が
令
和
４
年
９
月
に
開
催
さ

れ
、
本
町
は
軟
式
野
球
競
技

の
会
場
に
指
定
さ
れ
た
。
大

会
開
催
の
準
備
と
対
応
は
。

答
教
育
長

大
変
貴
重
な
機
会
で
あ

り
、
選
手
の
皆
さ
ん
が
安
全

に
プ
レ
ー
で
き
る
こ
と
を
最

優
先
に
対
応
す
る
。
全
国
か

ら
来
町
い
た
だ
く
こ
と
か

ら
、
お
も
て
な
し
の
気
持
ち

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
町
の

Ｐ
Ｒ
に
も
役
立
て
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ

安
全
と
お
も
て
な
し
で



すみた議会だより 176号
令和４年１月14日

15

△ 令和４年３月、学校統合に係る答
申が出される教育審議会。

問
学
校
統
合
の
選
択
肢
は

答
問
教
育
環
境
整
備
の
計
画

と
今
後
の
進
め
方
は
。

答
教
育
長

学
校
統
合
に
係
る
教
育
審

議
会
の
答
申
と
来
年
度
策
定

す
る「
第
10
次
教
育
振
興
基
本

計
画
」を
も
と
に
令
和
５
年
度

か
ら
５
ヵ
年
に
お
け
る
教
育
政

策
の
方
向
性
を
示
す
。

問
保
護
者
等
へ
の
学
校
再

編
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
は
。

答
教
育
次
長

有
住
、
世
田
米
両
地
区
と

も
に
約
７
割
の
方
が
小
学

校
、
中
学
校
と
も
統
合
し
た

方
が
良
い
と
答
え
て
い
る
。

問
統
合
方
式
の
選
択
肢
は
。

答
教
育
長

５
つ
の
選
択
肢
①
現
在
の

ま
ま
②
小
学
校
の
み
統
合
③

中
学
校
の
み
統
合
④
小
中
学

校
と
も
統
合
⑤
小
中
一
貫
校

（
小
中
一
貫
型
、
義
務
教
育

学
校
）
を
示
し
、
い
ず
れ
か

１
案
の
答
申
を
得
る
。

問
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
改

築
の
整
備
方
針
・
計
画
は
。

答
町
長

セ
ン
タ
ー
周
辺
に
は
、
議

会
棟
、
農
林
会
館
な
ど
の
公

共
施
設
が
あ
る
。
各
施
設
の

将
来
的
な
方
向
性
を
含
め
整

備
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

問
今
年
度
末
ま
で
の
開
発

計
画
を
ま
と
め
、
４
年
度
設

計
、
５
年
度
工
事
で
進
め
る

見
通
し
か
。

答
企
画
財
政
課
長

周
辺
公
共
施
設
の
複
合
的

整
備
も
念
頭
に
、
検
討
の
時

間
を
要
す
る
と
捉
え
る
。

問
本
町
仮
設
住
宅
解
体
後

の
跡
地
活
用
策
と
し
て
「
仕

事
・
学
び
の
場
創
出
事
業
」

が
計
画
さ
れ
基
本
設
計
段
階

に
あ
る
。
地
域
へ
の
情
報
提

供
や
理
解
、
合
意
形
成
が
図

ら
れ
て
い
る
か
。

答
町
長

地
域
へ
の
説
明
や
意
見
交

換
は
ま
だ
実
施
し
て
い
な

い
。
設
計
案
な
ど
が
ま
と
ま

り
次
第
、
説
明
・
意
見
交
換

の
機
会
を
設
け
、
理
解
を
深

め
て
い
く
。

問
事
業
計
画
の
詳
細
、
収

支
計
画
は
い
つ
示
す
の
か
。

答
町
長

事
業
規
模
、
設
計
内
容
が

決
ま
り
次
第
示
し
た
い
。

問
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
高

速
通
信
を
利
用
し
、
田
舎
で

も
最
先
端
の
仕
事
が
で
き
る

「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」

は
、
既
に
10
年
前
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
。
仮
設
住
宅
解

体
後
の
本
町
あ
り
き
で
考
え

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
企
画
財
政
課
長

本
町
跡
地
は
、
後
方
支
援

の
場
所
、
仮
設
住
宅
の
震
災

遺
構
、
満
蔵
寺
の
景
勝
地
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
、
町
有
地
な

ど
の
観
点
を
考
慮
し
、
選
定

し
た
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
デ
ジ
タ
ル
変
革
へ
の
対
応

に
つ
い
て

問
答 説明と意見交換の機会で

村
むら

上
かみ

薫
かおる

議員

現
状
維
持
・
統
合
４
案
か
ら

「仕事・学びの場」合意形成を

議員のつぶやき

現状、１学年
生徒数10人以下が
複数ある。
慎重かつ

スピーディーな
対応が必要だ。

町
の
考
え
を
問
う
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町政調査会 常任委員会

〈担当部門〉
　・総務課　・税務課　・企画財政課
　・町民生活課　・保健福祉課　・教育委員会
　・選挙管理委員会

１．所管事務調査項目
　・教育振興について

２．選定理由
　小中学校の児童・生徒数が減少し、適正な教
育環境の整備が課題となっていることから、小中
学校の統合など再編整備に向けた調査研究を
行い教育振興のあり方を提言します。

３．調査内容
① 教育審議会における教育環境整備に係る調

査研究。
② 第10次住田町教育振興基本計画の策定に係

る調査研究。
③ 住田高校の魅力化に係る調査研究。
④ 地域創造学の取り組みの成果と今後の課題

に係る調査研究。

委 員 長　高橋　　靖
副委員長　荻原　　勝
委　　員　菅野　浩正　　菊池　　孝
　　　　　村上　　薫　　佐々木信一

◇総務教民常任委員会◇

　総務、企画財政、保健・医療・福祉、教育やほ
かの常任委員会に属さない事務・事業の調査。請
願、陳情などの審査を行います。

高橋　靖 議員

〈 担当部門〉
　・農政課　・林政課　・建設課　・農業委員会

１．所管事務調査項目
　・農林業の振興について

２．選定理由
　農林業における生産性及び生産物の付加価
値向上を持続的成長につなげ、町民所得向上
に向けた検証と調査研究を行い提言します。

３．調査内容
① 農業、畜産、林業など地場産業振興に係る

調査研究。
② 農林業、事業所の担い手、後継者対策と農

林業振興会の活動に係る調査研究。
③ 自然（地域）資源を生かした第６次産業化

と工芸の推進に係る調査研究。
④ 伐採、搬出、植林など持続的森林作業シス

テムと木材流通の確立に係る調査研究。

委 員 長　阿部　祐一
副委員長　水野　正勝
委　　員　林崎　幸正　佐々木春一
　　　　　佐々木初雄　瀧本　正德（オブザーバー）

◇産業経済常任委員会◇

　農政、林政、商工、観光、建設、上・下水道な
どに関する事務・事業の調査。請願、陳情などの
審査を行います。

委員長のひとこと

１．所管事務調査項目
　・議会広報紙『すみた議会だより』の編集、発行。

２．選定理由
　議員の活動や議会での一般質問、議案審議
の状況を分かりやすくまとめ、広く情報提供
し、開かれた議会運営に努めます。

３．調査内容
① 年４回（３月、６月、９月、12月定例会）

の発行。
② 住民目線による「わかりやすく」「読みや

すく」「伝える・伝わる」紙面づくり。
③ 速報性を重視した議会閉会後30日以内の発

行。

委 員 長　佐々木信一
副委員長　水野　正勝
委　　員　菅野　浩正　　阿部　祐一
　　　　　佐々木春一　　荻原　勝

◇広報編集常任委員会◇

　議会広報紙『すみた議会だより』の編集、発行
を担当。紙面の充実と住民参加による親しまれる
議会だよりの発行を目指します。

【活動計画】
① 議会・議員活動の活性化―毎月の研修、調

査研究 。
② 反問権・反論権の導入に向けた研究。
③ ふるさと納税の推進―議員自ら普及拡大に

よる自主財源の確保。
④ 「町民と議員との懇談会」の開催。

【その他継続検討事項】
① 一般質問の答弁書事前配布に向けた調査研

究。
② タブレットの導入に係る調査研究。
③ 通年議会の導入に係る調査研究。

会　　長　菊池　　孝
副 会 長　佐々木春一
理　　事　林崎　幸正　　佐々木初雄
監　　事　荻原　　勝　　水野　正勝

◇町 政 調 査 会◇

　町政の公正、経費の節約と能率の向上を目的に
町政の調査研究。議会と議員の質の向上、活性化
を目指し研修研さん、交流を目的に活動します。

所管事務調査を計画
※

※所管事務調査とは…
　常任委員会が、その
　部門に属する当該地
　方公共団体の事務を
　調査しています。

10月１日から、３つの
常任委員会などが、新しい
体制でスタートしたことか
ら、所管事務調査の計画を
定めました。

町の課題をチェック

未来を担う子どもたちに
とって、より良い教育
環境とは何か、調査研究を

進めます。
阿部　祐一 議員

委員長のひとこと
地域産業の継続発展には、
担い手の確保と所得の向上が
重要と捉え、情報収集や
意見交換に努めます。

菊池　孝 議員

会長のひとこと
議員一人ひとりの提案を
生かし、町の課題解決に
取り組み、なにより町民
福祉の向上を図ります。
町民に信頼、親しまれる
議会を目指します。

佐々木　信一 議員

委員長のひとこと
　委員一人ひとりの
編集技術を高め、

より良い紙面づくりに
努めます。

感想をお寄せください。
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１．所管事務調査項目
　・教育振興について

２．選定理由
　小中学校の児童・生徒数が減少し、適正な教
育環境の整備が課題となっていることから、小中
学校の統合など再編整備に向けた調査研究を
行い教育振興のあり方を提言します。

３．調査内容
① 教育審議会における教育環境整備に係る調

査研究。
② 第10次住田町教育振興基本計画の策定に係

る調査研究。
③ 住田高校の魅力化に係る調査研究。
④ 地域創造学の取り組みの成果と今後の課題

に係る調査研究。

委 員 長　高橋　　靖
副委員長　荻原　　勝
委　　員　菅野　浩正　　菊池　　孝
　　　　　村上　　薫　　佐々木信一

◇総務教民常任委員会◇

　総務、企画財政、保健・医療・福祉、教育やほ
かの常任委員会に属さない事務・事業の調査。請
願、陳情などの審査を行います。

高橋　靖 議員

〈 担当部門〉
　・農政課　・林政課　・建設課　・農業委員会

１．所管事務調査項目
　・農林業の振興について

２．選定理由
　農林業における生産性及び生産物の付加価
値向上を持続的成長につなげ、町民所得向上
に向けた検証と調査研究を行い提言します。

３．調査内容
① 農業、畜産、林業など地場産業振興に係る

調査研究。
② 農林業、事業所の担い手、後継者対策と農

林業振興会の活動に係る調査研究。
③ 自然（地域）資源を生かした第６次産業化

と工芸の推進に係る調査研究。
④ 伐採、搬出、植林など持続的森林作業シス

テムと木材流通の確立に係る調査研究。

委 員 長　阿部　祐一
副委員長　水野　正勝
委　　員　林崎　幸正　佐々木春一
　　　　　佐々木初雄　瀧本　正德（オブザーバー）

◇産業経済常任委員会◇

　農政、林政、商工、観光、建設、上・下水道な
どに関する事務・事業の調査。請願、陳情などの
審査を行います。

委員長のひとこと

１．所管事務調査項目
　・議会広報紙『すみた議会だより』の編集、発行。

２．選定理由
　議員の活動や議会での一般質問、議案審議
の状況を分かりやすくまとめ、広く情報提供
し、開かれた議会運営に努めます。

３．調査内容
① 年４回（３月、６月、９月、12月定例会）

の発行。
② 住民目線による「わかりやすく」「読みや

すく」「伝える・伝わる」紙面づくり。
③ 速報性を重視した議会閉会後30日以内の発

行。

委 員 長　佐々木信一
副委員長　水野　正勝
委　　員　菅野　浩正　　阿部　祐一
　　　　　佐々木春一　　荻原　勝

◇広報編集常任委員会◇

　議会広報紙『すみた議会だより』の編集、発行
を担当。紙面の充実と住民参加による親しまれる
議会だよりの発行を目指します。

【活動計画】
① 議会・議員活動の活性化―毎月の研修、調

査研究 。
② 反問権・反論権の導入に向けた研究。
③ ふるさと納税の推進―議員自ら普及拡大に

よる自主財源の確保。
④ 「町民と議員との懇談会」の開催。

【その他継続検討事項】
① 一般質問の答弁書事前配布に向けた調査研

究。
② タブレットの導入に係る調査研究。
③ 通年議会の導入に係る調査研究。

会　　長　菊池　　孝
副 会 長　佐々木春一
理　　事　林崎　幸正　　佐々木初雄
監　　事　荻原　　勝　　水野　正勝

◇町 政 調 査 会◇

　町政の公正、経費の節約と能率の向上を目的に
町政の調査研究。議会と議員の質の向上、活性化
を目指し研修研さん、交流を目的に活動します。

所管事務調査を計画
※

※所管事務調査とは…
　常任委員会が、その
　部門に属する当該地
　方公共団体の事務を
　調査しています。

10月１日から、３つの
常任委員会などが、新しい
体制でスタートしたことか
ら、所管事務調査の計画を
定めました。

町の課題をチェック

未来を担う子どもたちに
とって、より良い教育
環境とは何か、調査研究を

進めます。
阿部　祐一 議員

委員長のひとこと
地域産業の継続発展には、
担い手の確保と所得の向上が
重要と捉え、情報収集や
意見交換に努めます。

菊池　孝 議員

会長のひとこと
議員一人ひとりの提案を
生かし、町の課題解決に
取り組み、なにより町民
福祉の向上を図ります。
町民に信頼、親しまれる
議会を目指します。

佐々木　信一 議員

委員長のひとこと
　委員一人ひとりの
編集技術を高め、

より良い紙面づくりに
努めます。

感想をお寄せください。
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その後

認知症・知的障がい者などの
サポートを

　
議
員
が
行
う
質
問
や
提

言
が
、
町
政
に
ど
う
反
映

さ
れ
て
い
る
か
。

　
こ
れ
ま
で
の
質
問
の
中

か
ら
一
部
を
取
り
上
げ
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か

追
跡
し
て
み
ま
し
た
。

成年後見人事業の
導入を
　認知症の方や一人暮らしの高齢者
が増加していることから、市民後見
推進事業を実施すべきと考えるがど
うか。

質　問

日常生活自立支援と
一体的に

社会福祉協議会を窓口に
　町内では、まだ親族による援助、
支援が期待できる。社会福祉協議会
が窓口となり、日常生活自立支援事
業を活用しながら、成年後見制度の
実施を検討したい。

答　弁

成年後見支援
相談窓口を開設

△ 町民後見人養成フォローアップ講座

住田町社会福祉協議会

畠山　朋也さん

住田テレビで「成年後見制度紹介番
組」を放送。町民後見人養成講座の
修了者は１２人。社協に「成年後見
相談窓口」を設置し、今年度は７件
の相談がありました。

現
場
の
声

はたけやま　　　とも　や

令和２年７月に町
社会福祉協議会内に
成年後見支援相談窓
口を開設し、相談窓
口を拡張。町民後見
人養成のフォロー
アップ講座を実施し
ている。

すみた議会だより 176号
令和４年１月14日
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社会福祉協議会を窓口に
　町内では、まだ親族による援助、
支援が期待できる。社会福祉協議会
が窓口となり、日常生活自立支援事
業を活用しながら、成年後見制度の
実施を検討したい。

答　弁

成年後見支援
相談窓口を開設

△ 町民後見人養成フォローアップ講座

住田町社会福祉協議会

畠山　朋也さん

住田テレビで「成年後見制度紹介番
組」を放送。町民後見人養成講座の
修了者は１２人。社協に「成年後見
相談窓口」を設置し、今年度は７件
の相談がありました。

現
場
の
声

はたけやま　　　とも　や

令和２年７月に町
社会福祉協議会内に
成年後見支援相談窓
口を開設し、相談窓
口を拡張。町民後見
人養成のフォロー
アップ講座を実施し
ている。

主
に
活
動
し
て
い
る

こ
と
は
。

12
月
の
交
通
事
故
防

止
県
民
運
動
、
４
月

と
９
月
の
全
国
交
通
安
全
運

動
の
期
間
に
は
、
土
日
を
除

き
朝
７
時
か
ら
火
石
交
差
点

で
の
街
頭
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。
小
学
校
の
春
の
自
転

車
交
通
安
全
教
室
、
秋
の
駅

伝
大
会
交
通
整
理
な
ど
の
活

動
も
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
面
で
気
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
。

昭
和
橋
は
朝
７
時
か

ら
８
時
ま
で
車
両
進

入
禁
止
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

は
注
意
し
て
ほ
し
い
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
登
場

し
て
い
た
だ
く
企
画
に
な

り
ま
す
。
町
や
議
会
に
対

し
て
の
意
見
、
活
動
を
通

し
た「
町
づ
く
り
」へ
の
想
い

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
住
田
町
交
通

指
導
隊
員
と
し
て
活
動
し

て
い
る
千
葉
繁
さ
ん
で

す
。
朝
の
通
勤
・
通
学
時

に
、
火
石
交
差
点
付
近
で

街
頭
指
導
に
立
つ
制
服
姿

を
よ
く
お
見
か
け
し
ま
す
。

住
田
町
交
通
指
導
隊

の
課
題
は
。

指
導
隊
員
の
な
り
手

確
保
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
事
業
所
の

退
職
者
や
自
営
業
者
へ
の
勧

誘
を
も
っ
と
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
日
中
に
仕
事
が
あ

る
人
は
、
な
か
な
か
活
動
が

難
し
い
と
思
い
ま
す
。

町
や
議
会
に
望
む
こ

と
は
。

以
前
は
、
交
通
安
全

母
の
会
の
協
力
を
得

て
、
広
報
車
で
の
広
報
活
動

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
指
導

隊
員
が
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
交
通

指
導
車
の
運
転
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
あ

ＱＡ

　本会議や一般質問の模様は、
住田テレビの「議会放送」でも
ご覧いただけます。
放映時間は、午後６時からです。

３月議会は
日 月 火 水 木 金 土

3/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

一般質問 本会議

本会議予算審査特別委員会

ご
一
緒
に
交
通
安
全
活
動
を

ＱＡ

Ｑ

△ 住田町交通指導隊員
千
ち
葉
ば

繁
しげる

さん

ＱＡ

Ａ

る
交
通
指
導
車
を
有
効
活
用

し
た
取
り
組
み
を
考
え
て
ほ

し
い
で
す
。
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ア
ニ
メ
を
見
て
笑
顔
に

ぼ
く
の
夢
は
、お
医
者
さ
ん

　昨年、12月21日に有住保育園で行われたクリスマス

会の様子です。自分で作ったサンタさんの帽子をかぶ

り、かっこよくかわいらしく、クリスマス会が始まり

ました。この日は、サンタさんがプレゼントをたずさ

えて園を訪問。子供たちは満面の笑みでサンタさんを

むかえると、プレゼントのお礼に歌や踊りを披露。

サンタさんを囲み終始、笑顔あふれる会となりました。

記記後後後後集集 記後編編編編集後集編集編編編集編編集後後編編編 後集後編編編編編集後記編編 記編編編集集後後編集後記

私の夢はアニメーターになることです。
アニメを見て笑顔になる人を見たことがあり
ます。私もそんなアニメをつくりたいと思いま
した。とてもすばらしい仕事だと伝えたいです。
私の得意科目は社会の歴史なので、昔の日
本の将軍を元にしたアニメをつくりたいです。

ぼくは今、ゲームとサッカーに熱中していま
すが、将来は大学で勉強し、人の役に立つ
医療関係の仕事をめざしています。住田町

には病院が少ないのでお医者さんになり
たいです。町の人たちが笑顔で安心して暮ら
せるようにしたいです。

お医者さん

アニメーター

パート

８

す
み
た

議
会
だ
よ
り
№

１７
６
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